
農 林 水 産 省



目次

Q. 播種前入札取引とは、なんですか？ ・・・ １

Q. どんなスケジュールで進みますか？ ・・・ ２

Q. 入札に参加するためには？ ・・・ ３

Q. どのようなものが上場されますか？ ・・・ ４

Q. 入札はどうやって行いますか？ ・・・ ５

Q. 落札者はどうやって決まりますか？ ・・・ ６

このパンフレットは大豆播種前入札制度に興味をお持ちの方のために概要をご紹介するものです。

実際に大豆播種前入札にご参加される場合は、市場開設者である（公財）日本特産農産物協会が公開している説明書類を
ご確認ください。
（公財）日本特産農産物協会ＨＰ ： http://www.jsapa.or.jp/soy02/index.html 大豆 入札 検 索



播種前入札取引とは、なんですか？Q

A 播種前に取引価格を決める仕組みです。

相対取引

収穫後入札取引
出来秋以降、

現物を対象に入札を実施

契約栽培取引

新たな取引制度の導入

播種前入札取引 相対取引

収穫後入札取引

契約栽培取引数量だけを播種前に契約し、
価格は収穫後入札価格を指標として取引

（収穫後取引）（播種前取引）

収穫後入札の価格を指標として取引

これまで これから（平成30年産以降）

播種前に、秋に収穫される予定の
大豆を対象とした入札を実施

 播種前に落札すれば、早い段階で一定量の大豆を確保できるようになります。
 播種前に相場が形成されるので、あらかじめ価格まで決めた取引が行いやすくなります。

国産大豆は天候により供給量が変動しやすく、それにともなって大幅な価格変動を繰り返してきました。このような価格変動は安定取引を損なうものであり、
生産者・実需者双方にとって重大な経営リスクとなります。
このため、平成30年から新たに、播種前に価格を決めることのできる「播種前入札取引」を導入することとなりました。

１

播種前の相場 収穫後の相場

反映 反映



どんなスケジュールで進みますか？Q

A 2～3月に参加登録し、4月入札実施です。
 ２～３月の登録申請期間中に必要書類を提出して、参加登録をしてください。
 ４月に上場情報が通知され、入札が実施されます。
 落札した大豆は、入庫後～翌年７月末までの希望する時期に受け取ることができます。

２～３月

買い手
登録

４月

入札

６月末まで

播種前売買契約
締結

大豆収穫後～翌年５月末まで

確定（個別）売買契約
締結

４月末

結果公表
落札大豆
受渡し

播種前入札に参加するためには、２月中下旬～３月中下旬の登録申請期間中に、必要書類を提出して参加登録する必要があります。
参加登録者には、４月上旬にどのような産地品種銘柄が上場されるのか、お知らせされます。この後、４月下旬の入札実施日に、入札票を提出するこ
とにより入札申込をすることができます。なお、播種前入札は４月に１回のみ実施されます。
４月末に入札結果が公表され、落札者は、６月末までに売り手と「播種前売買契約」を締結します。播種前売買契約において、基本的な売買条件を
売り手と取り決めることとなります。
収穫・選別調製された大豆が入庫されてから翌年５月末までの間に、受渡す大豆の等級や倉所などの詳細な売買条件を取り決める「確定（個別）売
買契約」を売り手と締結します。
確定（個別）売買契約で取り決めた条件で、落札した大豆の受渡しとなります。

必要書類を
協会に提出

【４月上旬】
上場情報の通知

【４月下旬】
入札票を提出し

入札申込

売り手と基本事項を契約
・売買価格や数量
・確定（個別）売買契約の締結時期
・品位指定 など

売り手と具体的事項を契約
・粒大や品位区分
・受渡場所や受渡時期
・荷姿 など

２



入札に参加するためには？Q

A 業態によって参加方法が異なります。
 加工業者が参加する場合は、➀自らが買い手として参加、➁販売業者に依頼して参加、➂共同購入

に参加、の３パターンがあります。
 販売業者が参加する場合は、加工業者もしくは加工業者の組織する法人から、入札の依頼を受けてく

ださい。
 小規模事業者が入札に参加できるように、加工業者や販売業者の組織する法人（協同組合など）も入

札に参加できます。協同組合などが参加する場合は、会員企業から入札の依頼を受けてください。

加工業者
登録申請
受付期間

２月中下旬
～

３月中下旬

①自ら申請

②販売業者に
依頼

③共同購入に
参加

必要書類を揃えて申請

問屋に入札を依頼

組合等に共同
購入を依頼

必要書類に依頼者リスト
や共同購入参加者リスト
を添えて申請

問屋に入札を依頼

必要書類に共同購入参加者リストを添えて申請

販売
業者

組合
等

３



どのようなものが上場されますか？Q

A 国内の主要産地品種銘柄が上場されます。
 播種前入札取引では、各売り手ごとに、生産見込み数量が1,700ｔ以上の産地品種銘柄が上場されま

す。
 上場対象銘柄ごとに、生産見込み数量の10分の１程度が上場されます。
 1,700ｔに満たない銘柄についても、売り手の判断で上場されることがあります。

産地 品種

愛知 フクユタカ

三重 フクユタカ

福井 里のほほえみ

滋賀
フクユタカ

ことゆかた

福岡 フクユタカ

佐賀
フクユタカ

むらゆたか

熊本 フクユタカ

平成30年産の上場予定銘柄

産地 品種

北海道

ユキホマレ

とよみずき

ユキシズカ

スズマル

青森 おおすず

岩手 リュウホウ

宮城

タチナガハ

ミヤギシロメ

タンレイ

秋田 リュウホウ

産地 品種

山形 里のほほえみ

茨城 里のほほえみ

栃木 里のほほえみ

長野 ナカセンナリ

新潟
エンレイ

里のほほえみ

富山
エンレイ

シュウレイ

石川 里のほほえみ

岐阜 フクユタカ
※ 現時点での予定であり、実際の
上場を確約するものではありません

４



入札はどうやって行いますか？Q

A 産地品種銘柄ごとに希望量を入札します。
 入札に先立ち、上場情報が開示されますので、ご希望の産地品種銘柄に希望量を入札してください。
 入札価格は、１つの産地品種銘柄につき１つだけ決められます。
 入札実施日の10時から12時の間に、入札票を協会にＦＡＸすることで入札申込ができます。
 なお、落札の可否にかかわらず、入札１口あたり330円の入札手数料がかかります。

整理番号

整理番号 上場者 粒区分 品位区分
上場数量
（口）

入札数量　Ａ
（口）

入札価格　Ｂ
（円／60Kg）

入札金額（円）
（Ａ×165×Ｂ）

2011 全集連 大粒 普通・3等以上 5

2012 全集連 大粒 普通・3等以上 3

2013 全集連 小粒 普通・3等以上 5

1011 全農 大粒 普通・3等以上 212

1012 全農 大粒 普通・3等以上 133

・

・

・

合計

【記入上の注意】 【入札保証金と入札金額の照合】

入札保証金（円）

協会預託額：Ｃ

入札金額(円）

当該入札票分

入札票計：Ｄ

ファックス送信枚数

現在ページ／総ページ

Ｄ／Ｃ

平成〇〇年産大豆に係る播種前入札取引　入札票

２　上場数量及び入札数量の1口は9.9トン（165俵（60kg））

３　入札数量欄は整数の口数をもって入札数量を記入（上場数量以上は不可）

４　入札価格欄は1俵（60Kg）当たり入札価格を記入

１　入札者が問屋等の場合は、落札大豆販売予定先欄に整理番号、販売予定先

　加工業者名及びその法人番号を記入（販売予定先が複数の場合は、販売予定

　先ごとに別葉の入札票を作成して入札）

入札金額のチェック

／

登録番号 買い手登録者の名称

連絡用電話番号

（上記が10以上となる入札は無効）

上場内容

北海道とよまさり・ユキホマレ

北海道とよまさり・とよみづき

６　入札金額欄は入札価格に俵換算の入札数量（口数×165俵）を乗じた額を記入

７　表の合計欄に入札金額の合計値を記入し、右上の当該入札票分欄に転記

８　入札票計欄は入札票が1枚なら当該入札票分の額、複数枚なら合計額を記入

９　入札金額のチェック欄の計算結果が１0を超える場合は入札保証金不足

西北海道とよまさり・ユキホマレ

北海道ユキシズカ

東北海道とよまさり・ユキホマレ

届出印

（国税庁指定の13桁の法人番号）

入札申込内容

産地品種銘柄等区分

　大豆の播種前入札取引に係る業務規程第14条の規定に基づき、次のとおり平成29年産播種前入札取引に係る入札申込みをします。

担当者名
販売予定先加工

業者の法人番号

落札大豆販売予定先（入札者が問屋等の場合のみ）

販売予定先加工業者名

５　入札価格は10円刻みで設定（下1桁は0とし、端数を付けない）

販売業者が入札する場合のみ記載。
入札依頼のあった加工業者（販売先）

ごとに入札票を分けて作成。

入札数量は整数で記載
（１口は9.9ｔ（165俵））

入札価格は１０円単位で記載

５



落札者はどうやって決まりますか？Q

A 上位価格から順に落札口数を決定します。
 産地品種銘柄ごとに入札価格を並べ、上位から順に落札者・落札数量を決定します。
 ただし、売り手が設定した落札下限価格（非公開）を下回る入札では落札できません。

○○県産フクユタカ
６口上場

165俵（=9.9t）を１口として、
産地品種銘柄ごとに上場

フクユタカを3口
9,000円/俵で入札

フクユタカを4口
8,000円/俵で入札

エンレイを2口6,000円/俵で、
フクユタカを1口8,500円/俵

でそれぞれ入札

入札者は産地品種銘柄に対し
希望口数と価格をつけて入札

落札下限価格：
2品種とも7,000円/俵

落札下限価格以上の入札のうち、
入札価格の高い入札から順に落札
（落札下限価格はあくまでイメージです）

××県産エンレイ
４口上場

A

B

C

○○県産フクユタカ

××県産エンレイ

→A社が落札 （9,000円/俵）

→B社が落札（8,000円/俵）

→C社が落札（8,500円/俵）

→落札下限価格
以下なので不落札

落札者決定のイメージ

６
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